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はじめに

本研究の背景
近年,即興演奏の向上や楽曲再現性の重要性から耳コピ支援システ
ムの研究が進められています.アーティストやミュージシャンは耳コ
ピで楽曲を学び,演奏する必要があり,タブ譜はその助けとなります.

本研究の目的
即興演奏に役立たせる.

耳コピを支援するシステムを作成する.

演奏に必要なタブ譜で出力を行う.



はじめに

概要

まとめ

3/9

概要

提案システムの流れ
リアルタイムで音声を入力し,それを FFTを用いて音高推定を行う.
その後,推定されたコードに対応したタブ譜を出力する.

図 1: システムの流れ
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実装

FFTを用いた音高推定
横軸が周波数、縦軸がゲインの波形を表示し、その音程と倍音と思
わしき周波数の配列を返す. peakの値を変更することで,基音,倍音
の判定が変わる. この値を大きくすることで,判定が厳しくなりデー
タ数が少なくなる.

図 2: 魔王魂のピアノのラの音 図 3: ガレージバンドのピアノのラ
の音
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実装

音楽理論の導入
音楽のコードをプログラムで表現するために,ルールを保存する方
法が必要です.このルールは,音楽のコードに含まれる音程を示す整
数のタプルの形式で記述されます.ただし,整数だけでなく,音程を
表すために列挙型（Enum）を使用します. たとえば,メジャー コー
ドは,ルート音からスタートし,その上に長 3度（4つ上の音）と完
全 5度（7つ上の音）の音程が重ねられています.これを列挙型
（Enum）を使って説明すると次のようになります.

図 4: コードのルート音
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実装

弦楽器の演奏技巧
3 つの塗りつぶされた黒い点は指の位置を示し,空の円は音をフレッ
トせずに演奏できる「開放弦」を示し,2 つの X マークはミュートす
る必要がある弦を表す.
・音符の間隔は 4 フレットを超えてはいけない.
・一度に発音できる音は 1 つだけであるため,コードのすべての音
は別の弦に配置する必要がある.

図 5: プロットの条件
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実装

推定された音高から tab譜の作成
楽譜データとタブ譜の対応を設定し、それに基づいてギタータブ譜
を生成する.

図 6: tab譜 図 7: 指板へのプロット
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スクレイピングによるコードデータ収集

スクレイピング
U-FRETというサイトからアーティストを指定して,その楽曲全ての
コード進行と歌詞を csvに出力するコードを作成する.
トライアドである I, IV, Vが近くに並んでいます.これは音楽理論
的にも正しく,このコードの組み合わせの羅列は最も頻繁に出てく
るコードであり,関連性があるためベクトルも近くなっている.

図 8: ローマ数字への置き換え 図 9: 可視化
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今後と課題

まとめ
中間発表のための準備を行った.

今後の課題
・エラーの修正.
・連続での音高推定をおこなう.
・マイクを接続してリアルタイムで入力を行う.
・本論,ポスター作成を進める.
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